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いせさき学習堂 古文書入門講座 令和８年（2026）２月５日（木）午前 10時―正午、於伊勢崎市図書館 

第５回 文久３年、将軍家茂の上洛 

―「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅠ― 
巻島 隆 

はじめに 

今回から最終回まで、風説留「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書、群馬県立文

書館蔵）を読みます。風説留とは様々な手段で聞き知った情報を記録として書

きとどめた史料です。1980、90年代から〝情報〟に焦点を当てた歴史研究が進

み、江戸時代の人々がどのように情報を得て、また情報に基づく行動をしてい

たのかという観点から史料としての風説留も注目されるようになりました。 

第１回 くずし字に触れる 

第２回 読むための基礎知識 

第３回 「和宮下向ニ付、助郷取極」（伊勢崎市図書館蔵）を読む 

第４回 今井区有文書（赤堀歴史民俗資料館蔵）を読む 

第５回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅠ 

第６回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅡ 

第７回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅢ 

第８回 「文久記聞 九」（赤堀恒雄家文書）を読むⅣ 

  

 １ 時代背景 

 江戸幕府成立期と幕末期の大きな違いとは―。 

軍事力と政治力で天下統一を果たした徳川家康。幕府が朝廷に対して力が強

かった象徴的な出来事が紫衣事件。寛永４年（1627）、皇室から大徳寺・妙心寺

に紫衣を賜った行為が禁中並公家諸法度に触れるとして、幕府が問題視。抗議

した大徳寺の沢庵宗彭らを流罪に処した。これを機に後水尾天皇が攘夷。 

ところが、幕末期には大政委任論（幕府が朝廷から大政を委任されていると

いう考え）と、朝廷・天皇を敬う尊王思想が普及（上野国新田郡細谷村出身の

高山彦九郎）していた。朱子学（大義名分論、一君万民）や国学の影響。 

嘉永７年（1854）８月、日米和親条約が締結。開国論と尊攘論が対立。安政

３年（1856）、アメリカ総領事ハリス来日。安政４年（1857）、日米修好通商条

約の交渉が開始。将軍継嗣問題が起こり、紀州派（井伊直弼ら譜代大名）と一

橋派（徳川斉昭、阿部正弘、島津斉彬、松平慶永ら）が対立。 

安政５年２月、老中堀田正睦が京都で日米修好通商条約調印の勅許を得よう

と工作するも３月に孝明天皇が調印拒否の勅答。朝廷の勅許を得ないまま幕府

は日米修好通商条約を締結し、他国とも通商条約（安政５か国条約）を結ぶ。

横浜など開港へ。７月に家定が死去。９月、紀州派が実権を握ると、一橋派・

尊攘派を弾圧。安政の大獄始まる。10月に徳川家茂が将軍職就任 
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安政の大獄と無勅許条約への反発が万延元年（1860）３月３日に桜田門外の

変。５月、幕府は、公武一和（朝廷・幕府が一致して国難に当たる）のため家

茂の正室として孝明天皇の妹和宮の降嫁を請願。文久元年（1861）10月、和宮

が降嫁。文久２年正月、公武一和を進める老中安藤信正が襲撃される（坂下門

外の変）。同年２月、家茂と和宮の婚儀。４月、薩摩藩の率兵上京。勅使大原重

富と共に薩摩藩兵が江戸へ下る。幕政改革を要求。その結果、７月に徳川慶喜

が将軍後見職、松平慶永が政事総裁職に就任。８月に生麦事件。閏８月、会津

藩主松平容保が京都守護職に就任。 

文久３年３月４日、家茂が上洛。３月、賀茂行幸、４月、石清水行幸。５月

10日、長州藩が下関で外国船を炮撃。６月１日、米艦隊による長州藩への報復

攻撃。６月 13日、家茂が大坂を出航。７月２日、薩英戦争。８月 17日、天誅

組の変（９月 27日に壊滅）。８月 18日、八・一八のクーデター（長州藩、攘夷

過激派公卿の追放）。12月、朝廷が徳川慶喜、松平容保、松平慶永、山内豊信、

伊達宗城（翌年に島津久光も）を参与に任ず（参与会議、文久４年３月まで）。 

文久４年（1864）正月 15日、家茂入京。元治元年（1864）６月５日、池田屋

事件（新選組による尊攘派浪士の襲撃）。同年７月 19日、蛤御門の変。幕府が

西南 21藩に出兵を命ずる（第１次長州戦争）。８月５日、４か国艦隊が下関砲

撃・占領。11月、長州藩３家老切腹。 

慶応元年（1865）正月長州藩士高杉晋作ら馬関を再度襲撃し、占拠（２月に

藩論を幕府への対抗に統一）。５月、幕府が紀州藩主徳川茂承を征長先鋒総督に

任ずる（第２次長州戦争の準備）。６月、薩摩藩の西郷隆盛が京都で坂本龍馬と

会見し、長州藩の武器購入助力を約す。９月、幕府がフランスの協力を得て横

須賀製鉄所（後の横須賀造船所→横須賀海軍工廠）を起工。 

慶応２年正月、薩長密約。４月、薩摩藩が幕府に対し、長州戦争への出兵拒

否。６月、第２次長州戦争の戦闘開始。７月２日、老中板倉勝静が仏公使ロッ

シュを兵庫に訪れ、軍艦など購入斡旋を依頼。７月 20日、家茂、大坂城で死

去。９月２日、幕府・長州藩休戦協定。12月５日、慶喜が将軍職に就任。12月

25日、孝明天皇崩御。 

慶応３年正月９日、睦人親王践祚（即位、後に明治天皇）。３月 28日、慶喜

が英仏蘭（後で米とも）代表と会い、兵庫開港を約束する。５月 21日、薩摩藩

と土佐藩の討幕密約。６月、坂本龍馬「船中八策」。６月、幕府が大坂の富商 20

人に商社結成、兵庫開港資金の拠出を命ずる。７月、岩倉具視、大久保利通

（薩摩藩）が王政復古を計画。９月、薩長芸３藩、討幕密約。10月３日、土佐

藩が幕府に大政奉還を建白。10月 13日、岩倉具視が薩摩藩に討幕の密勅、長州

藩に藩主の官位復旧の宣旨を渡す。慶喜は在京 10万石以上の諸藩重臣を二条城

に集めて大政奉還を諮問する。10月 14日、慶喜が大政奉還上表を朝廷に提出。

同 15日、慶喜が参内して大政奉還勅許の沙汰書を受ける。12月７日、兵庫開

港・大坂開市。12月９日、王政復古の大号令。 
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２ 様々な国家構想 

①公議政体論＝朝廷の下での大名連合政府。②は①を組み込み、③は①を実

現させるための手段、④は幕府を排除した形の①。その試みとして文久３年～

文久４年（元治元年）、参与会議（一橋慶喜、松平慶永、伊達宗城、山内豊信、

島津久光）→挫折。英国公使館通訳アーネスト・サトウの「英国策論」（慶応２

年に「ジャパンタイムズ」に投稿、要は天皇と将軍の二元体制の矛盾を喝破

し、将軍（大君〈元首〉は大君ではない）は一諸侯と位置付けた。だから通商

条約も一諸侯と結んだものに過ぎず、日本国と結んだものではなく、新たに条

約を結び直すべきと主張する） 

②幕府主導の近代国家構想＝将軍徳川慶喜の下で小栗忠順主唱の兵制改革、

郡県制度、近代化施策。慶応３年の西周（慶喜側近）による「議題草案」（幕府

の憲法草案）。要はヨーロッパの三権分立を日本風にアレンジして二権分立（行

政の公方政府〈慶喜が元首、司法権を兼ねる〉、立法の議政院〈上院＝大名、下

院＝藩士〉で国政を運営。朝廷は山城一国に制約）を構想。議政院は①のアレ

ンジ。 

③大政奉還論＝①と連動しており、幕府は大政を奉還し、徳川家は一大名と

して①を推進すると主張する。大政奉還の前提となる考えが「大政委任論」。朝

廷から政権担当を任されているとする大政委任論（天明８年、松平定信が 11代

将軍家斉に表明）によって幕府の存在を正当化した。③は文久２年（1862）の

段階で幕臣の大久保一翁が提唱。慶応３年に④に対抗した土佐藩の藩是（一翁

→坂本龍馬→後藤象二郎→山内容堂）となる。③の遂行の後、徳川家も一大名

として公議政体論に基づく新たな政府に参加する。 

④武力討幕路線＝幕府を排除した形の①の推進。長州・薩摩・芸州藩が主

唱。元々公武一和派であった岩倉具視、文久の改革を促進した薩摩藩も共に幕

府を前提とした国政を構想していたが、慶応２年（1866）に薩長同盟を結び、

第二次長州征討への出兵を拒絶。幕府を軍事力によって倒し、新たに政府をつ

くろうと構想。王政復古。小御所会議で徳川慶喜の辞官納地を決定する→戊辰

戦争へ。 

＊経済的には安政６年（1859）に横浜が開港し、国際貿易が始まる。為替レ

ートの金銀交換比率の差異により日本国内の金が国外流出、生糸輸出による生

糸相場の高騰、また諸物価高のインフレーションを招く。 

 

３ 徳川家茂 
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『国史大辞典 10』（吉川弘文館） 
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以下、レジュメ９頁まで深井雅海『江戸城―本丸御殿と

幕府政治―』（中央公論社、中公新書、二〇〇八年） 
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